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各
校
で

入
学
式

新
た
な
ス
タ
ー
ト

例年より一足早く 桜が咲きほこる中。

町 立の 各 小中 学 校 の 入字 式は ４月 ８

日 挙行 さ れ まし た 。小 学 校 では 新 し

いラン ドセ ルを 背負 った新一 年生1（）1

名 く小 坂小17 名､ 藤田 小62 名､ 森江 野

小11 名､ 大木戸 小 ７名､ 大枝小１ 名（町

内 ）〉が 元気に 登 校し まし た。 県 北中

では 真新し い制服 の112 名 が伝統の 門

侶く ぐ り まし た 。 希 望を 胸|こ 新 た

なる スタ ートで す。　　 ‘
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平
成
十
四
年

国
見
町

予

算

平
成
十
四
年
度
国
見
町
各
会
計
予
算
は
、
三
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
四
月
よ

り
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
の
町
づ
く
り
の
着
実
な
一
歩
と
し
て
、
町
政
運
営
の
基

本
目
標
で
あ
る
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
、「
心
豊
か
な
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
へ
、
一
層
の
町
民
生
活
の
向
上
に
向
け
各
施
策
を
進
め
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
予
算
は
、
町
民
各
層
の
要
望
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
行
財
政
効
率
の
一
層
の

推
進
を
図
る
一
方
、
国
見
町
第
四
次
振
興
計
画
の
実
現
に
向
け
、
町
民
生
活
の
充
実
の
た
め

の
主
要
施
策
と
し
て
六
項
目
の
柱
に
つ

い
て
、
新
規
重
点
施
策
を
中
心
に
諸
施
策
推
進
の
積

極
的
な
対
応
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
（
具
体
的
内
容
は
五
頁
～
七
頁
に
掲
載
）

45 億2,000 万円

4 ５億2,000 万円となり、前年

（２.０％の減）となりまし た。

歳

入

国
の
厳
し

い
財
政
状
況
か
ら
、

特
に
地
方
財
政
に
人
き
く
影
響

を
及
ぼ
す
地
方
交
付
税
が
段
階

補
卍
や
叭
位
費
川
の
切
り
下
げ

な
ど
か
ら
、
昨
年
よ
り
二
億
五

丙
万
円
減
の
卜
八
億
三
千
万
円

（
一
〇
・

。
％
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

自
主
財
源
の
人
部
分
を
な
す

町
税
に
つ
い
て
は
、
町
民
税
個

人
分
・
法
人
分
と
も
に
減
と
な

り
、
町
税
全
体
で
は
八
億
九
千

五
肖
万
円
と
前
年
皮
比
三
・
四

％
滅
と
な
り
ま
し
た
。

町
債
は
、
ふ
る
さ
と
農
道
・

林
道
整
備
の
た
め
の
二
億
千

八

百
力
円
を
は
じ
め
、
多
目
的
体

青
施

設

整
備
嘔

業

、
水

道

・
農

業
基

盤

・
道

路
等

の
建

設
嘔

業

に
要

す

る
財
源

を

見
込

み

ま
し

た
．

普

通
交
付

税

の
減

額

分
を

補

う
た

め
特

例
債

で

あ
る

臨
時

財

政
対

策
債

．
億

六
千

五
百

万

円

を
計

‐
1
1

、

全
体

で
七

億
三

百

．一
．十

万

円

（
昨
年

比

一
五

・
六

％

増

）

と
な

り

ま
し

た
．

財
政

調
整

基
金

か
ら

一

億
九

千

二
百
万

円

を

繰
入
し

緊

急
収

業

へ
の

対
応

と
収

支

の
均

衡
を

図

り
ま

し
た
．

歳
入

に

お
い
て

、
町

税

な
ど

の

自
主

財
源

が
十

三

億

Ξ
Υ
七

百
万

円

総
収

入

額
の

約

．一
．
割
で

あ

り

、
地
方

交
付

税
や

国

県
支

出

金

な
ど
の

依

存
財

源
は

ご
．十

一
億

八
千
三

百
万

円

約
七

割
と

い
う
構

成
で

す
．

町民－人当りの歳入予算

町 税　　79  , 455円

たばこ税ほか　 町民税　 固定資産税

悟
ど

影 吩 μ111 ぶ 泌 ふ

乙 549円　2  610 円　　46 , 296円

町　債

φ ゛2

 , 399円 �

国県支出金

ん35

 , 961円 �

゛ 「/162

 , 363円

計

401 , 029円 ��

その他の収入/60

 , 851円

(平成14 年４月１日の町の住民登録人口1  1274 名



平成14 年度

一般会計予算額は
平成14 年度の一般会計予算額は

度と比較して9 , 00 万円の減額

一般会計当初予算額の推移
( 申位：百万円1

性質別に見てみると
Ｏ 　は前年対比

町民一人当りの歳出予算

衛生費

觴60,021

円 �

民生費

幽46

 , 180円 �

総務費

ぜ5

 564円 �

議会費

譽9

 33円

消防費

麟17

 , 711円 �

土木費

盆45,090

円 �

商工労働費

畷　

2963円 �

農林水産業費4

，67

 , 153円

計

9円 �

その他dS

532円 �

公債費

⑨74

 303円 �

教育費

燔57

 , 373円

歳
出

歳
出
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
施

策
の
積
極
的
な
展
開
を
図
る
こ

と
を
基
本
に
、
艮
期
的
な
視
野

に
立
ち
、
創
意
と
Ｔ
夫
を
凝
ら

し
、
咀
点
選
別
に
よ
り
編
成
し

ま
し
た
。

日
的
別
の
内
訳
は
上
の
円
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
農
林
水

産
費
で
は
嘔
業
存
続
が
兒
込
め

な
い
ふ
る
さ
と
林
道
北
目
線
の

前
倒
施
行
の
た
め
二
億
円
を
計

上
、
対
前
年
が
四
十
五
％
の
大

幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。
逆
に

土

木
費

で
は

和
ｆ

橋

架
替

Ｌ
嘔

の

終
了

な
ど

で

。一
．ｔ

％

の

減
少

、

公

債

費
で
も

、

繰
ヒ

償
還

に
よ

る
観
月

台
文

化
セ

ン

タ
ー

事
業

債

の
完

済
や

金

利
の

高

い
町
債

の

解
消

を
進

め

た
た

め
、

二
十

二
％

の
減
少

と

な
り

ま
し

た
。

性
質

別
区

分

は
匕

の
グ

ラ
フ

の

と

お
り
で

、

人
件

費
の

増
は

退

職
手

当
組

合
負

担

金
の

増
に

よ

る

も
の
で

、

経
常
的

に

か
か

る

経
典

に

つ

い
て
は
見

直
し

と

コ

ス
ト

意
識

よ

る
縮

減
に

努
め

ま
し

た
。
新

旧

事
業

の
相

互
調

整

な
ど

に
よ

り

、
物

件
費

な
ど

節

減

に
努
め

ま
し

た
。



特別会 計

総
額
三
十
四
億
四
百
万
円

国
見
町
で
は
、
町
の
基
本
的
な
事
業
・
施
策
を
行

な

う
「
一
般
会
計
」
の
ほ
か
に
、
特
定
事
業
の
経
理
の
た

め
、
九
の
特
別
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
会
計
、
及
び
三

の
財
産
区
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。
特
別
・
財
産
区
・

水
道
事
業
の
各
会
計
の
総
予
算
額
は
三
十
四
億
四
百
万

円
（
対
前
年
比

丁

一
％
増
）
と
な
り
ま
す
。
一
般
会

計
と
合
わ
せ
総
額
七
十
九
億
二
千
四
百
万
円
に
よ
り
、

町
民
生
活
向
上
の
た
め
の
各
種
施
策
を
進
め
ま
す
。

給
食
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計

給
食
事
業
に
要
す
る
経
費
及

び
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
児
童
生

徒
数
の
減
か
ら
昨
年
よ
り
百
万

円
減
の
八
千

八
百
三
十
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

給
食
に
係
る
食
材
分
五
千
一
口

七
十
万
円
に
つ
い
て
は
保
護
者

負
担
、
調
理
に
か
か
る
人
件
費

や
給
食
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
の

経
費
は
、
町
負
担
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
配
食
事
業
や
災
害
炊
き

出
し
経
費
も
計
上
さ
れ
て

い
ま

す
。

特　別　会　計

会 計 名　 予 算 額　 増 減率

山長 育英財産　　660 千円　(  0.0 % )

給食 センタ ー　88,300 千円 （△1.1 % )

国 民 健康保 険2  , 984千円　(  6.9 % )

老 人保 健　1373  , 578千円　(  7.6 % )

介 護保 険　　412,90 〔〕千円　(  1.4 % )

渇水対 策施 設　7  3 千円 （△5  %  )

貝田 簡易水道　9.293 千円（△23.9 ％ ）

公共 下水道　311  , 千円　(  4.2 % )

土 地開 発事業307.  0 千円（△16.0  % )

計　　3.177.158 千円　(  2.8 % )

｢公 営 企 業 水 道 事 蚕 評1

区 分　　 収　 入　　 支　出

収益的収支164.998 千円1  .448千円

資本的収支　36 , 833千円　66,193千円

介
護
保
険
特
別

会
計

三
年
目
と
な
る
介
護
保
険
特

別
会
計
の
予
算
額
は
、
四
億
一

千
二
百
九
卜
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
よ
り
率
で

Ｉ
・
四
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出
に
お
い
て
、
介
護
給
付

に
要
す
る
経
費
を
昨
年
度
よ
り

約
二
％
増
の
三
億
六
千
万
円
と

兄
込
み
ま
し
た
。
歳
入
で
は
、

保
険
料
が
六
十
五
以
上
の
一
号

被
保
険
者
保
険
料
減
額
措
置
の

終
了
に
よ
り
、
率
で
三
十
四
％

増
の
五
千
六
百
六
十
万
と
な
り

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
健
特
別
会
計

国
民

健
康

保
健

特
別

会

計
の

予

算
額

は

八
億
三

百
万

円

と
咋

年
よ

り

五
千

百

八
十
万

円

、
率

で

六

・
九
％

増
加

し

ま
し

た
。

歳
出

で
は

、
療

養

給
付

費
が

国

の
制

度
改
ｉ

に

よ

り
十

一
ヵ

月
分

の

積
算

と
な

り

減
額
し

た

反
面

、

老
人

保
健

拠
出

金

が
一
一

億

九
百
万

円

と
前

年

比
二
干

六

％

の
人

幅
増

と
な

り

ま
し

た
。

ま

た
、
本
会

計
で

健

康
づ

く

り
Ｉ

ド

ツ
ク

事
業

・
乳

幼

児
医

療
費

助

成
嘔

業
な

ど
、

具

体
的

施
策

の

経
費

も
計

上
し

て

い
ま

す
。

歳

入
に

お

い
て
介

護

保
険

料
を

含

め
た

国
民

健
康

保

険
税

が
卜

三
％

増
の
三
億
七
千
百
万
円
で
、

ほ
か
に
岡
庫
支
出
金
や
町
か
ら

の
繰
出
金
等
で
対
応
し
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
七

十
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
給
付

を
行
っ
て
お
り
、
対
象
者
の
増

加
と
と
も
に
医
療
費
も
伸
び
つ

づ
け
て
い
ま
す
。
予
算
額
は
十

一
億
七
千
三
百
六
十
万
円
、
前

年
度
比
七
・
九
％

の
増
と
な
り

ま
し
た
。

歳
出
で
は
医
療
給
付
費
を
前

年
比
十
二
・
五
％

の
大
幅
増
の

十

一
億
四
千
八
百
万
円
と
見
込
。

こ
れ
に
対
応
し
、
歳
入
で
は
支

払
基
金
交
付
金
七
十
％

、
国
二

十
％
、
残
り
を
県
・
町
で
負
担

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

予
算
額

を

三
億

一
千

百
万

円

（

四
・
二
％

増

）
と

し

、
事

業
区

域

五

・
四
ｈ

に

Ｉ
、

〇

八
七
ｍ

の

下

水

道
管

渠

の
布

設
に

要
す

る

経
費

と
、

維

持
管
理

及

び
下

水

逆
債

償
還

費

を
計
上

し

ま
し

た
。

土

地
開
発
事
業
特
別
会
計

国

見

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

分
譲

事

業

を
ｔ

と

し
て

お

り
、

今
年

度

は
一
一
十
五

区
画

の

分
譲

を
見

込
、

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

藤
Ⅲ
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
五
億
円
及
び
そ
の
利
子
を

限
度
と
し
た
債
務
負
担
行
為
に

よ
り
嘔
業
を
進
め
ま
す
。

水
道

事
業
会
計

水
道
事
業
は
町
が
行
う
公
営

事
業
で
、
収
益
的
収
支
で
は
運

営
経
費
を
計
上
、
経
費
の
節
減

等
に
よ
り
、
不
瓦
百
万
円
の
利

益
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
資
本

的
収
支
で
は
、
福
島
地
方
水
逆

川
水
供
給
企
業
団
か
ら
の
受
水

に
向
け
、
水
管
橘
姓
設
に
要
す

る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
収

支
の
マ
イ
ナ
ス
分
は
内
部
留
保

資
金
で
補
填
し
ま
す
。

財 産 区 会 計

各附産区の管理に要する経費を肝上しています. 人山財

産IXについては緑資源公団からの受純巾鴦として、公団

造林事業に要する槌費を計上しました、

入山財産区　　　　10. 千円 （△65.2 %〉

藤田財産区　　　　　190 千円　 （△0.0％）

大木戸財産区　　　　　170 千円 （△7  %〉

石毋田財産区　　　　　150 千円 ’（△45.6 % )

ｍし石母 田 財 区議会により議決



平成14年度

まちづくりメニュー

主な事業を紹介します

｢誰もが希望を持ち、住んで良かったと思えるまちづくり｣

生
活
基
盤
の
確
立
へ
向
け

道
路
網
の
整
備
を

藤

田
駅

周

辺
整

伽
を

行

い
、

屯

点
的

に
町

の
玄

関
づ

く
り

に

着

乎
し

ま
す

。

町

民
生

活

に
欠

く
こ

と
の

で

き

な
い
、

町

道
の
改

良

舗
装

に

よ

り
、
道

路

網
整
備

を

回
り

、

継
続

丿
業

で

あ
る

町
逆

瓦
‥
。り
線

を
は

じ
め

、

穴
…
匕

兒
橋

へ
の

収

付

道

路

。
そ

の
他

生
活

路
線

の

整
備

を
進

め

ま
す
。

恒

久
的

な

水
資

源
の

確
傑

の

た

め
水
逆

川

水
供

給
企

業
団

出

資
金

を
は

じ

め
、

摺
Ｌ

川
ダ

ム

か

ら
の
水

供

給
に
術

え

水
竹

橋

施

設
の
整

備

を
進
め

ま

す
。

整
備
が
進
め
ら
れ
る
藤
田
駅
周
辺

藤田駅周辺整備事業（債務負担）……… ５億円

市街地整僚事業（債務負担）……7 儼円（継続）

地鮪調査事業の推進…………… ……3.618 万円

地方特定道路事業（町道5号）………4. 万円

緊急地方 道路富士 見橋架替工 事……5,500 万円

町道整備事業…………………………8.7  加万円

水道施設整備事業……………………5.78 万円

水道用水供給企業団出資金等………8.289 万円

ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
内
に
完
成
し
た

町
営
住
宅
板
橋
南
団
地
Ｃ
楝

｢立地環境を生かし、

均衡のとれた快適なまちづくり｣

防災対策

(防 災まちづくり事業等)…1,950 万円

消防救急対策(町消防団事業･伊達地方

消防組合負担金等)……１億395 万円

交通安全対策事業……………294 万円

防犯対策事業…………………457 万円

公共下水道事業……… １億7.  4 万円

合併処理浄化槽設置整備事業

……………… …………… れ 410万円

し尿･ご み処理対策…………7 `  891万円

ごみ減 量資源化等環境対策･･･598万 円

公営住宅建 設事業…………8.680 万円

定住化促進総 合対策事業…1.172 万 円

小坂地区緑住区整備事業…3  74 万円

定
住
化
対
策
の
推
進

環
境
問
題
へ
の
積
極
的
対
応

定
住
化
対
策
と
し
て
、
国
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
分
譲
事

栗
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
定
住
化
促
進
対
策
事
業

を
継
続
し
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進
を
奨
励
し
ま

す
。
町
営
住
宅
の
整
備
と
し
て
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
内
の
板

橋
南
団
地
Ｃ
棟
の
完
成
に
続
き
、
二
ヵ
年
継
統
嘔
業
と

し
て
新
た
に
Ｂ
棟
の
建
設
に
着
否
、
良
質
な
住
居
の
提

供
を
進
め
ま
す
。

快
適
で
き
れ
い
な
町
づ
く
り
の
た
め
、
公
共
ド
水
道

の
整
備
と
と
も
に
区
域
外
に
お
い
て
は
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
事
業
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
ご
み
の
減
箙

化
、
資
源
化
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

消
防
防
災
、
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
に
よ
り
、
安
全

で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
緑

地
、
公
園
の
整
備
維
持
に
よ
り
、
快
適
な
空
間
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
小
坂
地
区
で
は
、
緑
住
Ｋ
整
備
嘔
業
に

よ
り
、
緑
と
共
生
し
た
良
質

な
宅
地
、
集
会
施
設
の
整

術
を
進
め
ま
す
。



｢産業の盛んな

活力あふれるまちづくり」

計画 を前倒しで施行さ れる林道北口 線

生
産
基
盤
の
確
立
へ

北
口

線
は

前
倒
し
施
行

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い

て
は
、
米
を
巡
る
厳
し
い
状
況
に

対
し
、
水
田
ａ

業
経
営
確
を
対
策

に
各
種
補
助
丿
業
を
盛
り
込
み
推

巡
を
図
り
ま
す
。
生
産
基
盤
整
備

は
、
ａ

村
総
合
幣
術
統
合
補
助
傴

業
、
ふ
る
さ
と
農
道
整
術
収
業
、

県
営
ほ
場
幣
伽
丿
業
を
継
続
し
て

火
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
低
コ
ス
ト

省
力
化
の
確
齔
に
向
け
水
稲
直
播

栽
培
の
推
進
と
農
業
近
代
化
施
般
、

認
定
農
業
者
等
の
支
援
策
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。
ま
た
消
費
行
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
の
推
進
、
中
山
闘
地
域
対
策
、

新
規
就
農
者
支
援
、
畜
産
丿
業
に

お
い
て
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
も
新
た
に

取
り
糾
み
ま
す
。

引
き
続
き
林
逆
網
の
接
続
を
目

指
し
。
ふ
る
さ
と
林
逆
彬
伽
嘔
巣

（
林
道
北
目
線
闘
般
嘔
業
）
を
実

施
し
、
今
年
度
で
心
″
業
終
ｒ

と
な

る
こ
と
か
ら
前
倒
し
で
施
行
す
る

た
め
、
延
長

丿

八

〇
ｍ
、
１
億

円
を
計
匕
し
ま
し
た
。
蔓
延
す
る

松

く
い
虫
を
防
除
し
林
業
保
令
を

図
り
ま
す
。
商
匚
業
に
つ
い
て
は
、

各
種
補
助
制
度
に
よ
る
商
ｒ
‥会
や

後
継
者
の
育
成
と
各
預
託
金
の
利

活
川
に
よ
る
中
小
企
業
青
成
及
び

地
域
振
興
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

市町村営ふるさと農道緊急整備……4  ､ 268万円

農道整備事業負担金…………………1  . 6 刀万円

滑川水路施設適正化事業……………2.0 万円

農村総合整備統合補助事業… …　１億7.470 万円

水田農業経営確立対策……… ………2  `  2万円

農業経営基盤強化促進 事業……………359 万円

中山間地域等直接支払事業……………305 万円

市町村営ふるさと林道整備事業

(北口 線)…………………………………… ２億円

松 くい虫防除事業……………………1､788 万円

畜産振興対策(  B S E 対策等)…………320万円

中小企業金融対策( 預託金等)………ﾊ  0万円

商 工業の育成事業…………………… …675 万円

勤労者福祉対策事業………………… …535 万円

観 光・ まちづくり関連……………… …358 万円

｢少子高齢社会に対応できる健康で安心のまちづくり｣

健
康
を
基
本
に

在
宅
介
護
の
支

援
へ

町
民

の

健
康

づ

く
り
に

は

、

疾

病

の
口ｒ
期
発

見

・
予
防

が
亟

唆
で

あ
り

、
卜

八
歳

以
Ｌ

を
対

象

と

し

た

基

本

仙

康

診

査

と

「
総

合
検

診

」
を

継
続
し

、

健

虞
教

室

、
健
康

相

談
の
実

施

。

ほ
ｆ

保
健

胼
業

な

ど
の

充
実

も

図
り

ま

す
。

鳥

齢

者
福
阯

で

は

、
介
護

保

険
制

度

の
円

滑
な

運
営

と
と

も

に

、
生

き
が

い
支

援

デ
イ
サ

ー

ビ

ス
嘔

業
、

ホ

ー
ム

ヘ
ル
プ

サ

ー

ビ
ス
嘔

業

な
ど

の
町

保

健
福

祉

サ

ー
ビ

ス
の
充

実

を
行

な

い

ま

す
。

特

に
、
家

族

介
護

慰
労

金
・
介
誕
見
舞
金
支
給
に
つ
い

て
は
、
町
独
自
施
策
に
よ
り
在

宅
介
駿
を
支
援
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
援
護
丿
業
に
つ

い
て
は
、
町
独
自
に
拡
人
し
て

き
た
亟
度
心
身
障
害
行
医
療
助

成
事
業
を
継
続
し
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル

パ
ー
の
派
遣
対
象
に
難
病
忠

者
を
加
え
る
な
ど
、
福
阯
の

。

川
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
児
心

福
祉
嘔
業
に
お
い
て
は
、
乳
児

医
療
費
の
助
成
、
常
設
保
育
所
、

季
節
保
育
所
の
開
設
に
よ
り
、

子
青
て
支
援
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
保
青
所
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
複
合
施
設
建
設
に
向
け

た
从
本
構
想
づ
く
り
に
着
手
し

ま
す
。

昨
年
の
基
本
健
康
診
査

常設･ 季節保育所関連……………8  ､ 891万円

乳 児医療費助成事業……………　1､985 万円

児童手当支給事業………………3.378 万円

児童･ 高齢者福祉施 設整備事業……100 万円

豊度身陣者医療費助成搴業………　1､795万円

陣 害者福祉関連………………… …　973万円

生きがい対策……………………　1.  3 万円

高齢者福祉 サービス事業………　8.493万円

健康増 進事業……………………　3 ､ 1 万円

饐(検)診 事業……………………　3､717万円

公立藤田総合病院負担金………　3  障 四 7万円



｢次代を担う青少年の育成を目指す

教育と文化のまちづくり」

充実がはから れる情報教育

完
成
間
近
の
多
目
的
体
育
施
設

多
目
的
体
育
施
設

完
成
へ
向
け
建
設
進
む

生
徒
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ヶ
ア
の
た
め
心
の
教
室
を
継

続
す
る
と
共
に
、
外
国
＆

年

英
語
指
導
嘔
業
や
基
礎
学
力

向
Ｌ
対
策
な
ど
教
育
の
充
火

と
教
育
環
境
の
整
術
に
努
め

ま
す
。
特
に
電
ｆ
自
治
体
整

備
丿
業
に
よ
る
帖
報
教
青
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
継
続
嘔
業
で

整
備
を
進
め
て
き
た
多
目
的

体
育
施
段
の
斤
月
末
完
成
に

向
け
取
り
糾
む
と
と
も
に
、

駐
巾
場
等
の
完
成
に
向
け
、

外

構

Ｌ
ｊ

を
火

施
し

ま

す

。

ま

た

、
効

労
行

体
育

セ

ン

タ

ー

修

繕

．Ｌ
ｊ

費

も
計
匕

し
、

地

域

ス
ポ

ー
ツ

の

。
川

の
振

興

を

川
指

し
ま

す

。

観

月
台

文
化

セ

ン
タ

ー
を

’Ｆ
供

か

ら
鳥
齢

行

ま
で

の
学

習
、

交
流

の
場

と

し
て

活
川

し

、

芸
術

文
化

振

興
丿

業

の

艇
開

、
図
Ｒ
‥
竹

理

の
。屯

算
化

、

Ｉ

Ｔ

講

習
会
の

開
催

に

よ
り

帖

報

化
社

会

に
対
応

し

た
生

汎

学

習

を
進
め

ま
す

。

ま
た

、

学

校

週

丘
日
制

に
対

応

し
、

親

ぐ

パ
ソ

コ
ン

教
室

等

の
小

業

展

開

を
図
り

ま

す
。

教育施設の整備………………… ……1  ､ 83万円

教育の充実……………………………2  ､ 637万円

学校保健対策…………………… ………500 万円

学校週５日制対応事業……………… …463 万円

生涯学習関速事業……………………1  ､ 2万円

図書館管理運営事業……………………472 万円

芸術文化振興事業………………………800 万円

文化財保護管理事集……………………339 万円

地域スポ ーツ振興事業…………………542 万円

多目的体育施設整備事業(継続)… ２億2 ､ 4 図万円

｢町民総参加のまちづくりの推進｣

皆
さ
ん
の
声
に
よ
る
町
政
を
目
指
し
て

（
昨
年
の
町
政
懇
談
会
）

電
子

自
治
体
構
築
へ

効
率
的
な
行
財
政
の
執
行

国

と
地

方

を
結

ぶ
総

合

行

政
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

、

い
わ

ゆ

る
叱

ｆ
自

治

体
構

築
に

つ

い

て
は

、

．．一
月

に
国

の
補

助

が

決
定

さ
れ

从

盤
整
備

に

着
手

、

繰
越

丿
業

と
し

て
本

格

整
備

を
進

め
ま

す
．

ま

た
、

行

財

政
改

革
に

雌

づ
き

．

．
屑

の

Ｉ

務

効
率

化

と
町

民
サ

ー

ビ

ス
の

向
Ｌ

の

た
め

に
住

民
基

本

台
帳
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

シ

ス

テ

ム
の
構

築

の

ほ
か
、

財

務
、

税
務
、
お
よ
び
行
政
傴
務
叱

算
化
シ
ス
テ
ム
の
運
行
を
図

り
ま
す
。

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映

す
る
た
め
町
政
懇
談
会
や
各

種
懇
談
会
の
開
催
を
は
じ
め
、

町
内
会
等
糾
織
と
の
辿
携
強

化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
交
流
小
業
や
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
へ
の
哺
助

金
に
よ
り
、
町
民
総
参
加
に

よ
る
活
力
あ
ふ
れ
る
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
た
め
の

傴
業
を
実
施
し
ま
す
。

電子自治体整備事業(綫越明許) ……… ３億1,800 万円

行政事務電算化事業(一部再掲) ……………3.  8 万円

地域間交流事業…………………………………300 万円

財務システム更新事業………………………2.821 万円

税務事務の電算化……………………………1､737 万円

広報広聴活動の充実……………………………413 万円



水
質
保
全
と
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に

公
共
下
水
道
の
供
用
区
域
が

広
が
り
ま
し
た

公
共
下
水
道
管
き
よ
整
備
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
十
三
年
度
は
約
八
・
四
回
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
整
備
面
積
は
九
四
・
五
回
と

な
り
四
月
か
ら
供
用
で
き
る
世
帯
は

Ｉ
、
二
七
四
世
帯

と
な
り
ま
し
た
。下

水

道
が
整
備
さ
れ
る
と

公
共
下
水
逆
は
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
を
良
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
河

川
の
水
質
浄
化
や
水
資
源
の
保
護
な
ど

に
役
立
ち
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
巾

か
ら
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
を
公
共
下

水
道
で
処
理
す
る
こ
と
で
術
生
的
で
快

適
な
ｇ

ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
町
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
地
域
で

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
、
今
年
度
も

ｒ
‥嘔
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

下
水
遭
へ
の
接
続
を

水
資
源
の
保
護
と
生
活
環
境
の
整
備

が
下
水
道
事
業
の
目
的
の
一
つ
で
す
。

供
川
区
城
の
方
に
は
、
Ｕｙ
期
の
接
続
に

よ
り
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
台
所
、
浴

室
な
ど
生
活
雑
排
水
の
下
水
道
へ
の
排

水
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
の
生
活
雑
排
水
。
水
洗
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
六
ヵ
月
以
内
に
、
く
み
取

り
式
ト
イ
レ
は
三
年
以
内
に
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て

い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

受
益
者
負
担
金
は
、
ド
水
道
惟
備
計

画
区
域
の
土
地
す
べ
て
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
計
画
区
域
を
す
べ
て
整
備
す
る

の
に
長
い
期
閥
が
必
要
と
な
り
、
受
益

者
負
担
金
は
下
水
道
の
整
備
状
況
に
あ

わ
せ
賦
課
徴
収
し
て
い
ま
す
。
こ
の
区

域
を
『
賦
課
対
象
区
域
』
と
い
い
、
年

度
初
め
に
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。

【
負
担
金
額
と
納
付
方
法
】
…
▼
負
担

金
…
土
地

匸
酊
当
た
り
四
百
五
十
円
で

算
出
し
ま
す
▼
納
付
方
法
・：
五
年
分
割

で
年
四
期
、
ニ
ト
回
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
納
付
書
は
年
度
ご
と
に
発
行
し

ま
す
。

【
一
括
納
付
報
奨
金
∵
：
受
益
者
負
担

金
は
一
括
し
て
納
付
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
初
年
度
第
一
期
の
納
期
内
に
全

額
を
納
付
し
た
場
合
に
は
前
納
額
の

Ｉ

〇
％
の
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
減
免
と
徴
収
猶
予
∵
：
受
益
者
負
担

金
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

か
つ
上
地
の
利
用
状
況
に
よ
り
徴
収
猶

予
を
受
け
る
制
度
や
上
地
の
利
川
状
況

な
ど
に
よ
り
減
免
を
受
け
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。



新
た
に
四
月
か
ら

下
水
道
が
使
え
る
地
区

【
大
字
山
崎

地
内
】
字
柴
崎

、
堰
ノ
上

、
数

田

、
北
口

、
堂
ノ

舫
の

全
部
　

字
深
网

、

手
倉
町

、
南
滝
山
の

一
部

【
大
字
小

坂
地
内
】
字
北
窪
の
全
部

下
水
道
使
用
料

公
共
下
水
道
傴
業
を
運
営
す
る
た
め

に
は
、
終
末
処
理
場
の
運
転
経
費
の
ほ

か
に
施
設
の
維
持
竹
理
経
費
も
必
要
で

す
。
ド
水
道
使
川
料
は
、
こ
の
よ
う
な

経
費
の
一
部
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

ド
水
道
使
用
料
は
、
Ｌ

水
道
の
使
川
‥叭

を
下
水
ほ
と
み
な
し
て
算
出
し
て

い
ま

す
。
井
戸
水
な
ど
の
水
逆
水
以
外
の
水

を
使
川
し
て
い
る
場
合
は
、
用
途
や
人

数
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
認
定
し
て
い

ま
す
。

排
水
設
備
工

事
に
係
る

利
子
助
成
制
度

国
見
町
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や

排
水
設
術
に
心″
に
要
す
る
費
用
を
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
と
き
、
一
世
帯

あ
た
リ
五
卜
万
円
を
限
度
と
し
た
融
資

額
に
対
し
て
、
そ
の
利
7
.分
を
町
が
全

額
負
担
す
る
「
下
水
道
排
水
設
備
等
整

備
資
金
利
了
補
給
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。

な
お
、
利
了
補
給
は
当
該
地
区
の
供

川
開
始
の
囗
か
ら
三
年
以
内
に
ド
水
逝

排
水
施
設
の
設
置
の
確
認
を
受
け
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
　
下
水
道
係

昔（
５
８
５
）
2
9
8
4

大・滝・公・園・が・完・成

光明 こき地区の御瀧神社前に、遊歩道､遊只､東屋、ト

イレなどを兼ね備えた、 人沌公園ができ ました。 農村

総合整備統 合補助･jl業のな かの農村公園として、 ’ド成12

年から２ヵ年継 続･μ業で 整備を進めたもので、 神社

の例人祭にあたる４月81 ］、施I投の管理 にあ たる 光明

寺町内 会への引継ぎと完成祝貿会がとり行われ ました。

完成した公園は､２４０ｍの遊歩道と石積水路、東屋や

ローラー式の滑り台、公 衆トイレと駐車場 からなりま

す。総 嘔業費は5,2a ）万円で約55％が|刈県の 補助です。

公側に隣接する、 大滝・小沌の２つの 湧水は、昭和61

年福島県の「ふくしまの水匐 選」に選定されたほど、

きれいなで豊な水jltを誇り、liから地域住民の方とか

かわり深い ものとなってい ます。 湧水と緑112な自然と

いう 立地環境 を活かし、町民の憩い の場として整備さ

れ ました。

禁
煙
教
室

６
割
が
成
功

健
康
へ
の
タ
バ
コ
の
害
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
．刄
月
卜
八
日
「
禁
煙

個
別
健
康
教
室
」
終
ｒ

式
が
行
わ
れ
、

禁
煙

に

成
功
し

た

方
へ

尖
彰

状

が
授

‥？
さ

れ

ま
し

た
。

禁

煙
教

案
は

昨

年
ト

ー
月

に
十

四

名
で

ス

タ
ー
ト

。

参
加

者
は

町
保

健

師
、

栄
養
Ｌ

か

ら

激
励

を
受

け

な
が

ら
、
禁

煙
に
取

り

組
み

ま
し

た
。
。一
。カ

月
経
過

し

た
後

、
見
事

九
名

成
功

、
ま

た
二
名

が

タ
バ
コ

の
本
数

を

減
ら

す

な
ど
今

後

も
禁

煉

に
向
け

て
努

力

を

続
け
て

い
ま
す

。

終

了
式

で
は

、
尿

の

二
コ
チ

ン

介

行

叭
測

定

な
ど

を
行

い
、

改
め

て

禁

煙

の
成

果

を
実
感

し

、
参

加
者

同
志

苫

し
か

っ

た
体
験

談

等
を

話
し

合

い

ま

し
た

。

町
で

は
今

後
と

も
本

教

室
を

開

設

し

、
禁

煙

の
手
助

け

を
進

め
る

考
え

で

す
。



国
見
町
消
防
団
辞
令
交
付

国
見
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

は
、
四
月
一
日
に
行
わ
れ
。
退

団
者
を
は
じ
め
新
人
団
員
、

。二
1
.

四
件
の
階
級
異
助
及
び
心
任

辞
令
が
商
橋
力
団
長
よ
り
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
退
団
さ
れ
た
の

は
星
野
巌
副
団
長
ほ
か
卜
名
で
、

冨
永
町
艮
か
ら
は
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
新
副
団
艮
に

は
朽
木
勝
之
さ
ん
が
就
任
、
新

た
に
十
名
が
入
団
し
、
火
の
守

り
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

新 団 員 （敬祢輅） 退団 者 （敬称輅）

所 飆 � 氏名
１分団２鬧 �占馮　夕

１吋圃２壓，�斎藤 Ｓ２

冫分は 3 �八憮　敦
２分113壓 �ａ妾 慶一

３分ljlg�灼鳥　 透

４分1jl謬 �松渊 汐一
４り2 �喩齬 和雄

分 2 �銘木 拓史

5 分 2昂 �松加　泗
５分1j冫郤 �ｌ野　肉

階 皿 � 氏 名 � 在 皿

剔1･li �ｌ野　 巖 �35町
・2 �高鳴 Ｓ一 �44俾11月

第４分ぼ艮 �;;砂 眞鬢 �31q
郎 艮 �６田 ａ雄 �21亀

ｉ Ｓ �瀬戸 拓光 �1811

齔・Ｓ �吸祕 鯛ｌ �刀萼

１･郎艮 �遠蕀 輹叉 �扣蜂

旧 艮 �悠久覡貞市 �a39

lln �吩河 隆志 �１年

ほ 郷 �林 応欠廊 �５１６月

ll 禺 �鴨田 祀ｌ �１暉

助
役
に
大
波
健
氏

教
育
長
に
吉
田
孝
夫
氏
再
任

国
見
町
助
役
に
大
波
健
氏
（
六
ト
ニ

歳
）
が
再
任
さ
れ
。
三
期
口
の
就
任
を

し
ま
し
た
。
大
波
助
役
は
昭
和
三
ｔ

四

年
に
国
見
町
職
員
と
な
り
、
議
会
嘔

務

劼
艮
、
総
務
課
長
等
を
歴
任
し
、
ぞ
成

六
年
か
ら
助
役
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

教
青
長
に
は
吉
田
孝
夫
氏
（
五
十

八

歳
）
が
再
任
さ
れ
、
二
期
目
の
就
任
を

し
ま
し
た
。
吉
田
教
育
長
は
昭
和
四
十

五
年
に
国
見
町
職
員
と
な
り
、
ａ

林
課

長
。
総
務
課
長
等
を
歴
任
し
、
平
成
十

二
年
か
ら
教
育
艮
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

吉田孝夫教育長 大波健助役

人事異動
町職員及び教職員の人事異動が次のとおり発令さ

れました。（４月１日付）

町職員人事異動

韜　任 �氏　名 � 旧　任

ｌ事.讐聡揖l･畏 �逾田 譱治�多事鰆Ｓ・櫑祉ll掻

収務霖畏 �西田 懼ａ�鄒帛甓羮XI良
ｇ・襴耻踝艮 �吉田 輝雄

�ｌ 冐戈ＳＩ 罕りｌ 冐ｌ 艮蔔衄良 でン ターＳ 昊

廊市ｌ備jl艮 �西田 吉夭�斎14諄艮

櫚11a1● �佐耨 政弘�収務ａ艮
幸校敕宵次艮！ 岶倉trンター所艮 �佐藤g 測 �総痢課 僅 主 財 係艮

総務all艮鳩佐簷11蝕係長 �奥山 隆夫�僉lf寥寥艮疇吸魯出納係艮

fll↑謇主任・蠢聾汢湖係艮 �小西 春彦
�ま ﾈ  習 翳 主 主 義 物又 化 第  興  長

生涯学齠!y！吁ｔ魯薑文化蕃睥係民 �武田 友江�住民ぷ主 主 第 年 係長

胝帛警四踝１任主農魯下水辺皿 �佐久間 正�麟町 整 ま 任 下 驛地朦債俣
夕 ● 昌 工 収 霎 侵 主 物 企 ･  n  工係

�靤限 京子�保齡橦祉蹼書任韭日簣吸収降
{11)ふくしま自治研修センター皿適 �ifm正裕�保留礁祉蹼嘸祉侭

●屏fi聘所ｷ 儻 町士 �阿部 正子�峰区l訪柏薦教諭

健 第 宿 社 �漿1佃八●子�・ 学 虞 襲

生襲 学 習 生・学司併 �熏潭 敦子�企画鵡･ａま●哉工侈

霹軻甓佩踝・埴警魯係 �溏漢 和巳�哘 を 第 市 長 興 優

fi髫襦 国 儚 �木村 恒天�聡務諄tl政価

教職員人事異動

事校名 �
転　入 ��� 転　出

�鼈名�・　 名�騁 任 校 �職 名�氏　 名�新 任 校

小ii小�12

艮 �森口 旨鬨�９北教１箏阿所 �校 艮�八島 覇－�･1八小
�教諭�６田 涓昊�保原小 �教 諭�甲水奈緒昊�乙田小

�教諭�大曉 厚子�上保原小 �１ 譱�咄谷 洋子�驫工野小

�１搴�繭田 昊穂�高級小

蒔日小�

皿 如 �痛嘆 昌美�９原小 �霖 碵�菱沼 一良�大石小

�教諭�只戸富笑子�大腿小 �教 臨�晦宮 正了�fV鼻小
�教諭�熈谷 賀久�著大竹篦僭Ｓ �教 諭�黒須 律子�Ｑ野小

a;1野小�

爾頭 �玉田　 正�竄呱小 �敕Ｓ �高鳴　嶺�盾僉･l鄒iゆ

�教諭�辜谷 知昊�｜野小 �教 諭�菊冶 ｓ川�五十沢小
�ｔ肖�熊谷 洋子�小坂小 �員ｌ教諭�八颶 徳子�掛旺pp

����主事�梅津 和卓�寮旅小

大木戸小�

教紬 �佐舊 篤蹄�上僅皿小 �教 勧�毛利 周一�鷹賃酊厘本小

�夕i諞�吉田　 聡�甼野小 �教 諭�僅藤 仁子�帥台小

�霞諭�菅1夛吟子�保原小 �教諭 �岡崎　嗷�舘苒小

嘱Ｘ中�

教紬 �菅原 兎舉�jぽ申 �敕 頸�玲木 留天�が仲
�教諭�永并 寅博�干･狆 �敕 鷁�高田 枚子�暎碓申

�敦謐�高野央佃子�飯館中 �教諭 �玉手　支�川卜冲

�敕諭�伍々 木 透�Ｑ文凡りンター �昨 鷁 �山内木絢了�月●巾

�韭沓�一覩八埀子�j!川小字IQ �１ 驫 �菅野罵鳧子�喫μﾄゔ

お 世話になりまし た

退 職
佐竹弘 治( 参事兼 総務課 長)

吉田 貞男( 建設課 主幹)

谷津富 夫( 建設課 主任 主査)

齏蔀隆 義(総務課主任運転士)

竹中友 美( 藤田保育所保膏士)

よろしくお願いします

新採用

村 木 貴紀( 総務課 財政 係)

五十嵐 佐和( 秕務課霸足員屋係)

佐藤孝 法( 建設課雑持管理係)



３
月
の

グ
ラ
ビ
ア

結
婚
を

祝
し

結
婚

祝
金

、
媒
酌

人

報

奨
金

贈
呈
式

昨
年
３

月
か
ら
今
年
２

月
ま
で
に
結

婚
さ

れ
た
新
婚
カ
ッ
プ
ル
と

ご
媒
酌
人

を
招
い
て

、
結
婚
祝
金
及
び
媒
酌
人
報

奨
金
贈
呈
式
が
３

月
3
1日
Ｊ
Ａ

伊
達
み

ら
い
国
見
会
館
で
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た

。

町
内
在
住
の
新
婚
夫
婦
は
4
1組
で

、
そ

の
緯
を
取
り
持
っ
た
媒
酌
人
は
1
0組
で

す
。
町
の
定
住
化
促
進
総
合
対
策
事
業

と
し
て

、
例
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の

で

。
こ
の
日
出
席
し
た
1
4組
の

新
婚
カ

ッ
プ
ル
と
３

組
の
媒
酌
人
へ

。
冨

永
町

長
よ
り
励

ま
し
と
ね

ぎ
ら
い
の

言
葉
が
か

れ
ら
れ
ま

し
た
。
そ

の
後
お
祝

い
の
パ
ー

テ
ィ
ー
が

催
さ
れ
ま

し
た
。

結
成
3
0周
年
を
祝
す

小
坂
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会

地
区
住
民
の
体
力
づ
く
り

の
た
め
ス

ポ
ー
ツ
の
会
を
と

昭
和
4
7年
３

月
に
発
足

、
地

域
に
大
き
な
役
割
を
担
う
小

坂
地
区

ス
ポ

ー
ツ
振

興
会

。

結
成
3
0周

年

記
念
式
典
祝

賀
会
が
３

月
1
0

日

開
催
さ

れ
ま
し
た
。

2
0周
年
を
記
念
し

森
江
野
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

昭
和
5
6年
の

発
足
以

来
、

輝
か
し
い
活
躍

を
誇
る
森
江

野
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

。
2
0周

年
記
念
式
典
が
３
月
３
日
開

催
さ
れ
ま
し
た

。

介護者懇談会
咄 国 見网社 会福 祉協議 会主 催によ る｢

介 護者懇談 会｣が､ ３月10日観月台文化

センタ ーで開 催され 、実際に家族介護に

携わる34 名が出席し まし た。冨永会長か

ら日頃の労苦に刔し ねぎらいの言葉がか

けられ｡ 日用品 が贈呈さ れまし た｡14年度

の网保 健福祉事業について説明がなさ れ 。

介護についてヘルバーもまじ えて懇談会

が行われ まし た。



保健だより
保 鈿 福祉 課 で保 健増 血 痺.刎 頸 ５)‘2783

風しんの

予防接種について
平成13年Ｈ 月の泌改 正により､ 右下に該当する方

が風しんの 予防接種を受けら れる ようになり まし

た。

唹成６年度に風し ん予防接種対 象を中学 女子から幼児

に変更しましたが､ これにより 接種の機会を失うこ とが無

いように措置したもので す｡ 該当される方は保 健福 祉課保

健増進係までお問い 合わせく ださい。

該当者

昭和54年 ４月２日～ 昭和62年10月 １日生ま

れの方で、風しんの 予防接種をうけていない

方、及び風しんにかかっていない方

育　児　教　室

骸　 当　 幼　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成13年11月～12月生まれの乳児 � ６月13日( 木) �午後１時30分～午後1  時 45分 �
観月台文化センター

第１和室

1健診内容l 身長・体重測定、赤ちゃんふれあい体操、離乳食試食など

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成14年２月生まれ）

・９か月児（平成13年８月生まれ） �
６月27日(木) � 午後１時l}分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

【健診内容】医師の指導、身長・体重測定、綱乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

１ 歳 ６ か 月 児 健 診

骸　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 塲

平成12年10月１日～　　

平成13年１月31日生まれの幼児 �
６月20日(木) � 午後１眄30分～午後２時 �

観月台文化センター

大研修室

l健診内容】内科と幽科の医師の診察。生活保健指導などを実施します。

心理判定員による相談・指尋‥･子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

栄價指導（おやつの試食）もあります。
（持参するもの）母子健康手帳と１歳６か月児儒唐診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに！

心
の
健
康
相
談

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
で
、
職

場
で

も
家
庭
で
も
現
代
人
は
ス
ト

レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
心

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
専
門

の
医
師
と
の
個
別
相
談
の
場
と
し

て
、「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
次
に
よ
り
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

｢ 心の健康相談｣
開催月日 � 場 所 � 嘱託医

５月23日(木) �保 原 町 保 健 セ ン タ ー � 山本 俊昭

６月21日(金) �県 北 保 健 福 祉 事務 所 � 沼田 酉彦

９月19日(木) �保 原 町 保 健 セ ン タ ー � 山本 俊昭

11月15日(金) �県 北 保 健福 祉 事務 所 � 沼田 吉彦

２月a〕日(木) �保 原 町 保 健 セ ン タ ー � 山本 俊昭

３月７日(金) �県 北 保 健福 祉 事務 所 � 沼田 吉彦

眄問はい ずれも午後 １眄匐分～午後３時ｌ}分です

＊申 込方法：予約制になっておりますので、事前にお● 飫ください。

＊申込先：県 北保 健福祉事務所 保健福祉グループ

四4-534-4axl



インフォメーション
学生 さんの就職活動をサポート

福島学生職業相談室

福島学生職業相談室は厚生労働省の機関

で、大学( 院)･ 短期大学･ 専修学校等を卒

業さ れる( 予定の) 方及び卒業された方

(概ね３年以内) に対し て就職支援を行っ

ています。

ハローワークに出された大学生等を対象の

求人票や企業案内 、インターネットにより

全国の情報を入手できます。また、相談員

により職業相談にもお応えしておりますの

で、お気軽にご利用ください。

・利用時周…平日８時3{}分から1 ? 時 15分

・場所…福島市栄町6  ｰ 6 (福島駅前)ユニ

ックスビル３階 ハローワークプラザ福

島内？?528-077{}

募
　
集

国
家
公
務
員

人
事
院
で
は
、
人
学
卒

業
程
皮
の
Ｉ
種
、
ｎ

種
試

験
と
、
高
校
卒
業
程
度
の

Ⅲ
種
試
験
な
ど
の
国
家
公

務
員
採
川
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

【
Ｉ
・
ｎ

種
試

験
】
▼

受
験
資
格
…
◇
１
種
…
昭

和
四
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
六
年
四
月

。

日
生
ま
れ
の
者
（
そ
れ
以

降
の
生
ま
れ
で
大
学
卒
、

卒
業
見
込
み
及
び
同
程
度

の

資
格
を
行
す

る
者
も
含

む
）
◇
ｎ

種
…
昭

和
四
卜

八
年
四
月

こ
口

か
ら
昭
和

五
十
六
年
四
月

一
日
生
ま

れ
の
者
（
そ

れ
以

降
の
生

ま
れ
で
大

学
、
短
大
又
は

高
叩
卒
の

者
、
卒
業
見
込

み
及
び
同

程
度
の
資
格
を

有
す

る
者

）
▼
受
付
期
限

…
五
月
九

日
ま
で

【
Ⅲ
種

試
験

】
▼
受
験

資
格
◇
行

政
…
昭
和

五
卜
六
年
四
月

二
日
か
ら

昭
和
六
十
年

四

月
一
日
生

ま
れ
の
者
◇
郵

政
・
：
昭

和
五
卜
二
年
四
月

二
日
か

ら
昭
和
六
ｔ

年

四

月
一
日
生

ま
れ
の
者
◇
税

務
…
昭

和
五
卜
七
年

四
月

一
一
日
か

ら
昭
和
六
卜
年

四

月

。
日
生

ま
れ
の
者

▼
受

付

期
間

…
六
月
十
九
日

か

ら
二
十

六
日
ま
で

※
こ
こ

に
記
載
し

た
も
の

国
家
公

務
員
採
川
試
験

の

抜
粋
で

す
。
試
験
職
種
や

申
込
川

紙
の
請
求
、

受
験

資
格
等

の
詳
し

い
内
容

に

つ

い
て

は
次
へ
問

い
合

わ

せ
く

だ
さ
い
。

★
人
事

院
束
北
事
務

局
第

二
課

昔
０
２
２
（
２
２

１

）
2
0
2
2

福
島
県
職
員

【
大
学
卒
程

度
】
▼
受

験

資
格
…

昭
和
四
十

八
年
四

月

こ
日

か
ら
昭
和
五
十

六

年
四
川

一
日
ま
で
に

生
ま

れ
の
者

。
学
歴
は
不
問

。

た
だ
し

、
職
極
に
よ

っ
て

は
免

許
や
資
格
を
有

す
る

（
兄

込
み
も
可

）
こ
と
▼

受
付
期

間
…
五
月
十

日
～

五
月

ミ
ト

。
日

▼
試

験
日

・
・一
六

月
二
ｔ
一
。一
目

【
警
察
官
Ａ

】
▼
受

験
資

格
・
：
昭
和
四
卜

八
年
四
月

二
日

か
ら
昭
和
五
十

六
年

四

月

。
囗
ま
で
に

生
ま
れ

の
者

で
、
大
学

（
短
人
は

除

く
）
を
卒
業
し

た
者
乂

は
卒

業
見
込
み
の

者

▼
受

付
期

間
：
一
五
月

二
ｔ

日
～

六
月

十
一
日
▼
試

験
日
…

七
月

十
四
日

【
そ
の
他

】
短

大
・
高
校

卒

業
程
度
、
警
察
官
Ｂ

、
栄

養

職
貝
、
学
校
事

務
職
貝

等

に
つ

い
て
も
採

用
試
験

が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

な

お
詳
細
に

つ
い
て
は
福

島

県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
次

に
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥

県
人
事
委
貝

会

｀
］（
５
２
１

）
7
5
8
8

税

務
職

員

（
大

学

卒

程

度
）

人
事
院
・
国

税
庁
で
は
、

国

税
専
門
官

を
次
に
よ
り

募

集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

…
昭
和
五

ｔ

年
四
月
二
日

か
ら
昭
和

五
十
六
年
四
月

二
日
ま
で

に
生
ま
れ
の
者

▼
受
付
期

限
・：
五
月
九
日

ま
で

▼
試

験

日
…
六
月
十
六

日
◆
受

験

申
込
古
は
各

税
務
署
総

務
課
ま
で
甜
求

く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

仙
台
国
税
局
人

事
二
課

｀
″
０
２
２
（
２
６
３
Ｔ

Ｉ

１
１

町
に
も
求
人
情
報
を

配
備
し
て
ま
す

町
で

は
福
鳥
公
共

職

業
安

定
所
か
ら
の
求

人

情
報

一
覧
を
次
の

場
所

に
配

備
し
て

お
り

ま
す
。

ご
活

用
く
だ
さ

い
。

【
場

所
】

国
見
町
役
場
一
階
ホ

ー
ル

観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
情
報
ボ
ッ
ク
ス

フリーダイヤル労働相談

県北地方振興局内にある中小企業労働相談所で

はフリーダイヤルによる労働相談を受付し ていま

す。

労働相談　 田 20  ー610  ー145

(携帯からは0120-610-1  )

雇用や労働時間、転動などの労働条件に関する

ことや、職楊での人間関係などの困り事等労働周

題全般について、労 働相談委員が相談に応じます。

相談は無料で、秘密は厳守いたします。また、地

方振興局においでいただければ、直接面談するこ

とも出来ます。お気軽にご相談ください。

(電話、面談共に受付時間は平日８時30分から17

時15分まで)



インフォメーション

憲
法
週
間
記
念

無
料
法
律
相
談

五
月
三
日
の

「
憲
法
記

念

の
日
」

を
中

心
に
、
五

月

一
日
か
ら
七
日

ま
で
の

一
週
間
を

憲
法

週
間
と
定

め

て
い
ま

す
。

こ
れ
を
記

念
し

、
弁

護
士
会

、
法
律

扶
助
協
会
で
は

無
料
法
律

相
談
会
を

開
催
し

ま
す
。

▼
日

時
・
：

五

月

九

日

（
木

）
午
前
十
時

か
ら
午
後

三
時
ま
で

（
受
付

は
二
時

ま
で
）

▼
場
所
・：
福
鳥
地

方
裁
判

所
弁
護
士
控
室

▼

内

容
・
：
法

律
全
般
か
ら

子

供
の
相
談

等
も
行
い
ま
す
。

★
問
い
合

わ
せ

福
島
県
弁

護
士

会

・
一一（
５
３

４
）
2
3
3

４

女
性
の
た
め
の
技
術

講
習
会
パ
ソ
コ
ン
初
級

県
男
女
共

生
セ
ン
タ

ー

で

は
、
女

性
の

就
業
援
助

を
図
る

こ
と
を
目
的
に

、

パ
ソ

コ
ン

初
級
甜
習
会

を

開
催
し
ま

す
。

▼
内
容

…
使
用
す

る
ソ

フ
ト

ー
ワ

ー
ド
（
ワ
ー
プ

ロ
部
門
三

級
の

合
格
を
目

指
し
ま
す
。
）
▼
期
間
…
平

成
十
四
年

五
月

二
十
九

日

か
ら
七
月

四
日
ま
で
の
毎

週

火

か

ら

金

曜

日

を

基

本

と

す

る

二

十

二

日

間

▼
場

所
・
：
県

男

女

共

生

セ

ン

タ

ー
（

二

本

松

市

）
▼
定

員
・：

二

十

人

（

全

期

間

出

席

で

き

る

方

）

▼
受

講

料
・：
教

材

費

を

除

き

無

料

▼
申

込

…

五

月

十

四

日

に

同

セ

ン

タ

ー

で

直

接

受

付

け

ま

す

。

★

問

い

合

わ
せ

福

島

県

男

女

共

生

セ

ン

タ

ー
　

一`一
〇
２

４

３
（
２

３

）
8
3
0
7

詠
進
歌

お
題
は
「
町
」

平
成
十

五
年
歌
会
始
の

詠
進
歌

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募

方
法
…
◇
「
町
」

を
詠
み
込

ん
だ
自
作
の
短

歌
で
、
一

人
一
首
、
未
発

表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

「
町
」
又

は

『
街
』
の
字

を
用

い
て

も
よ
く
、
こ

れ

ら
の
文
字

の
入
っ
た
熟
語

を
使
用
し
て

も
か
ま

い
ま

せ
ん
。
◇

作
品
は
、
半

紙

（
和
紙

）
に
毛
筆
で
自

書

し
て

く
だ
さ
い
◇
書
式
は

、

半
紙
を
横
長

に
し

て
右

半

分
に

お
題

と
短
歌
、
左

半

分
に
郵
便

番
号
、
住

所
、

氏

名
（
ふ

り

が

な
）
、
生

年
月
日
、

職
業
を
縦
書

き

し
て

く
だ
さ
い
◇
郵
送
の

際
は

、
封
筒

に
「
詠
進
歌
」

と
書

き
添
え
て

く
だ
さ
い

▼
応

募
期
間
・
：
九

月
三
十

日

ま
で
（
当

日
消
印
有
効

）

▼
送
付

先
・
：
〒
１
０
０
－
8
1
1
1

宮
内

庁

お
知
ら
せ

自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税

納
期
限
は
五
月
三
十
一
日

自
動
車
税
及
び
軽
自
動

車
税
の
納
期
限
は
五
月
三

十
一
日
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
付
く
だ
さ
い
。

領
収
書
に
は
継
続
検
査

用
（
車
検
用
）
の
納
税
証

明
書
が
付
い
て
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
の
方
へ
は

狂犬病予防注射(登録)
狂犬病予防注射及び畜犬登録（未登餓犬

のみ）を次により行います。生後90 日を

超える飼犬は毎年１回の狂犬病予防注射の
実施と登録（生涯１度のみ）が義務付けら

れています。町では次により定期予防注射

と登録（未登録犬のみ）の受付を行います。
なお、登録をしてある鳩合は直接ハガキ

でお知らせします。

(日 程)

月 日 �地 区� 場 所 �時 躙
5 / 9 (木）�森江野 �JA森江野支店嗣 �9 00ヽ10.00

�大枝 �JA大岐支店削�10籌ヽ 11匐

�大木戸 �JA大木戸支店嗣 �131卜1415

�貝田 �玲木爾店荊 �14籌ヽ ISa3

5 / 10 ( 木 )
�小 坂�太田J11公民盾荊 �91}~10,00

�石母田�石毋田公民鐙前 �103}~ll匐

�藤田�国見町役場羣薑莉 �|よ1卜15 α）

5 ﾊ 2 (木) �全地区男1 �田見酊役壜●･ 町 �9190~11:30

く持参 す るも の）

・ 登録さ れてい る場 合は､ 送付さ れた ハガキ

・ 新規 登 録の場 合は 。 混 乱を避 け る ため 畜

犬 僣錘 申請 魯に 必 要事 項を 記入 の 上ご 持 参

く ださ い 。【申 請 書用 紙 は 、 各地 区 生 活 環

塊推 進員 宅ま たは 役場 住民 課に あり ます｡ 】

（ 料 金）

注 射の みの 鳩合 …3.100 円

登録と注射の場合…6.100 円（荳録科と注射科き）

狂犬 飼 予防 法によ り、 登録 をしな い場 合、

また は､ 予防 注 射を 受 けさ せな い場 合20 万

円以 下の 罰 金に 処せ ら れる こと があ り ま す

ので 、ご 注 意く ださ い 。

お問 い合 わ せ先

役場 住民 課 生 活 環塊 係585  ｰ  2116

西
分
署
だ
よ
り

山
火
事
防
止
強
調
月
間

「
火

を
消
し
て

森

を
消

さ
な

い
心

が
け
」

例
年
、
林
野
火
災
は
春
先
を
中
心
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
空
気
が
乾
燥
し
強
風

が
吹
く
こ
の

時
期
に
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
山
菜
採
リ
や
森
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
入
山
者
の
増
加

に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
次
の
点
に
注
意
し
て
、
山
火
事

を
防
止
し
、
火
災
か
ら
貴
重
な
緑
を
守
り
ま
し
よ
う
。

○
括
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で

は
、
た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

○
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、
完
全
に
消
火

す
る
こ
と
。

○
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
。
火
入
れ
を

し
な
い
こ
と
。

○
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る
こ
と
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、
投

げ
捨
て
な
い
こ
と
。

９

火
噎
び
ぱ
し
な
い
こ
と
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

豐
５
８
２
－
3
1
9
0



後

日

お

送

り

し

ま

す

。

身

体

陳

者

・
養

育

手
帳

等

を

お

持

ち

の

方

で

一

定

の

嬰

件

に

該

当

す

る
場

合

は

申

請

に

よ

り

減

免

さ

れ

ま

す

の

で

、

詳

し

く
は

次

へ

問

い

合

わ

せ

下

さ

い

。

★
問

い

合

せ

自

助

車

税
・
：
県

北

地

方

振

興

局

県

税

部

一`一（
５

２

１

）
7
6
3
9

軽

白
‥
動

車

税
・：
役

場

税

務

課

｀
。（
５

８

５

）
2
7
7
8

危

険
物
取
扱
者
試
験

受

験
準
備
講
習
会

伊
達
地
方
危
険
物
安
全

協
会
で
は
、
国
家
試
験
・

乙
種
第
４
類
の
受
験
者
を

対
象

に
、
試
験
に
備

え
た

甜
習

会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
講
習
日
時
・
：
六

月
六

～
七

日
、
午
前
九
時

～
午

後
五

時

▼
場
所
・
：
伊

達
消

防
本

部
講
堂

▼
内
容

…
乙

種
第

四
類
ま
た
は
丙

種
試

験

に
対
応
し
た
甜
義

▼
受

講
料
・：
四
千
円

▼
申
込
期

間

…
五
月

一
日

～
三
十
一

日★
申
込
み

・
問
い

合
せ

伊
逮

地
方
危
険
物

安
全
協

会

事
務
局
（
消
防
本
部
内

）

・
。（
５
７
５

）
4
1
0
1

※
危
険
物
取
扱

者
受
験
申

込
み
期
間
は

五
月

八
日
か

ら
十
七
日

ま
で

で
す
。

在
住
外
国
人
の
方

｀
’

生
活
相
談
窓
口
の
開
設

瞽
福
鳥
県
国
際
交
流
協

会
で
は
、
県
内
在
住
外
国

人
の
方
を
対
象
に
生
活
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
毎
週
木
曜
日
の
午
後

に
は
、
中
国
語
の
通
訳
員

が
駐
在
し
ま
す
。
日
本
で

の
困
り
ご
と
な
ど
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
電
話

又
は
協
会
窓
口
で
お
受
け

し
ま
す
。

▼
相
談
日
…
毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

▼
場
所
…
剛
福
島
県
国
際

交
流
協
会
【
福
島
市
舟
場

町
ニ
ー

ー
　
福
島
県
庁
舟

場
町

分
館
（
国
道

四
号
と

平
和

通
り
の
交
差
点

東
側

の
ビ
ル

）
］
▼
電
話
番

号
…

一`（
５
２
４

）
1
3
1
5

北
山
組
合
よ
り

お
知
ら
せ

国
見
町
桑
折
町

有
北
山

組
合
で

は
、
三
月

二
十
二

日
議

会
を
開
催
し

、
平
成

十

四
年
度
予
算
な

ど
二
件

の
議

案
を
議
決
し

ま
し
た
。

十

四
年
度
予
算

額
は
二

百

七
十

二
万
円
（

対
前
年

度

比
三
十
四
％

減
）
で
、

歳
出

の
内
訳
は
組

合
所
有

山

林
の
維
持
管
理

経
費
と
、

緑

資
源
公
団
か

ら
の
受
託

事

業
費
を
計
上
し

て
お
り

ま
す
。
歳
入
は
国

見
・
桑

折
両

町
か
ら
の

分
担
金
と
、

公

団
か
ら
の
事

業
収
入
が

主
な
も
の
で
す
。

チャイ儿ドシートを
無料でお貸しします

国見町チャイルドシート貸出し事業

チ ャイルドシートの着 用推進を図り 、乳

幼児の身体・生命を交通事故から守るため 、

乳 幼児を養育するひとり 親等の方へ 、チ ャ

イ ルドシートの無料貸出し を行っていま す。

・ 貸出しの条件は次のとおりで す

貸出し対 象者：国見町に居住 する 乳幼児を

養育 する ひと り親等の方 で、町県 民税の非

課 税、もしく は均等割りの みの 課税世帯。

貸出し台数：１世帯当たり １台

幼児用シート （４ヵ 月～ ４歳頃タイプ）

申し込 み：希里者は 役場住民 課へ申 請し て

く ださい。

その他：申し 込 み時

の添付書類や貸出し

期間 、返却条件など 。

詳しくは下記 へお

闇い合わせく ださい。

住民課　 生活環境係7?585

－2116

春の行政相談週間

５月20日 から26日までは春の

行政相談週間です。行政相談委

貝は、総務大臣が委嘱するもの

で、国をはじめＪＲ、ＮＴＴ等

の仕事についての 苦情や意見・

要望を受け付け、皆さんと役所

等との間に立ってその解決を促

進するよう相談に応じます。秘

密は守りますので、お気軽にご

相談ください。

国 見 町 の

行政相談員

羽根田ヒサさん585-4740

結
婚
お
め
で
と
う

松
田
　
　
亨
～

梨
澤
　
美
保
ｊ

貝
　
田

誕

生

お

め

で

と

う

佐

藤
　

彩
花
ｙ
（
泉
田
上

）

俊
弘
ｊ

・
美
香

子
～

村

上
　

温
人
ｙ
（
大
木

戸
）

一
裕
ｊ
・
日
出

子
丿

佐

藤
　

里
奈
ｙ
（
第
　

３

）

雄
治
ｊ
・
香
里
ｊ

佐

野

駿

太
ｙ
（

源

宗

山

北

）

勉
～

・

資

子

丿

二
宮
　

泰

造
ｙ

（
第
　

１９
一
）

一

茂
ｊ

・

ト

ー

ゲ

ー

オ

、

ル

ー

ク

キ

ッ

ド

ー

松

浦

妃

奈
ｙ
（

藤

田

光

陽

）

浩
ｊ

・

明

日

美
ｊ

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

齊
藤
美
智
子
j
5
9（
駅
前

）

三
浦
シ
ヅ
ヱ
ー
8
3（
錦
町

）

渋

谷
　

義
博
j
5
0（
光
明
寺
）

古

川
　

政
夫
j
7
9（
鶉

町
）

松
浦
　

高
明
丿
8
1（
大
木
戸
）

佐
藤
　

定
次
ｊ
７８
（
貝

田
）

佐
藤
　

信
子

。
‘
6
5
（
第
２

）

熊
坂
富
美
子
j
5
1（
内
谷
朿
）

矢
部
カ
ツ
エ

ー
8
8（
大
坂
）

實
沢
　

慶
助
丿

囹
（
第
９

）

深
潭
　

富
吉
j
7
9（
宮
町
北
）

（
３

月
末
日
ま

で
に
、
当

町

窓
口
で

受
付
し

た
方
で
、

住
所
を
有
す

る
方
を
掲
載

し

ま
し

た
。
）

掲載を希望されない方は、届け出の際にお申し出下さい。

５月の心配ごと相談

２日南 占Ⅲ　 稔･4
玉手登志子゛A

15 日 喇菅野粹･-郎14
野村 Ｆモ″4

24日衝 占出 臍基゙ 4
浅野やへ子14

●魯所 役叫《 2 第 )
・時間 午前９畤～正午

人口と世帯
平成14 年３月1日現在

人口11.092 人（＋3 ）

男 5.331 人ｰ  3 )

女5.755 人く＋６）

出生５人 死亡８人
転入18人 賑出12人

世帯3  , 200世帯(  十 3 )



生涯学習

つうしん

国見町 教育委員会 生涯学習課

( 観月台文化 セン ター)
魯(  585 ) 2676 FAX  ( 585 ) 2707

図
書
管
理
が
電
算
化

貸
出
は
新
利
用
者
カ
ー
ド
で

四

月

卜

斤
日

か
ら

、

観

月

台

文
化

セ

ン
タ

ー

図
ｋ
‥
室

の
図

戝
‥
の
竹

理

が
電

算
化

さ

れ

ま
す

。

こ
れ

に
よ

り
図

溥

の
貸
し

出

し
や

蔵
ｋ
‥
の

検
索

が

迅
速

に

処
理

さ
れ

ま
す

。
㈲
μ

の
貸
し

出

し
は

こ

れ

ま
で

の
利
用

者

カ

ー
ド
は

使

え
な

く
な

り
、

新

た

に
利
川

者

立
録

の

う
え
交

付

さ
れ

る
新

図
游

利

川
者

カ

ー
ド

に
よ

り

ご
利
用

い
た
だ

く
こ

と
に

な

り
ま

す
。

（

本

の
借

り
方

〉
①
必

ず
「
新
し

い
図
吠
‥
利
川

者

カ

ー
ド

」
を

持
参

し
て
下

さ

い
。
②

借
り

た

い
本

と

、
利

用
者

カ

ー
ド

を
図
潛

唯

カ
ウ

ン

タ
ー

に
出

し
て

く

だ
さ

い
。

③

貸
し
出

し

期
闘

は
二

週
間

以

内
で

、

ひ

と
り
五

川
以

内

ま
で

借
り

る
こ

と
が

で

き

ま
す

。

④
返
却

の

場
合

は
。

本
を

図
お
‥
家
カ

ウ

ン

タ
ー

に
置

い
て

く

だ
さ

い
。

返
却

の

み
の

場
合

は

、
図
μ

利

川
行

カ

ー
ド

は

必
要
あ

り

ま
せ

ん
。

◇図 番室 の開 館時 間:9 :00 ～17:｛｝0（毎 月

第 １月曜日は 休 館日 です ）

◇ 図書室 （児 童室 ）を利 用 する前 に観 月

台文 化セン ター 事朔室 で受 付を 忘れな

いで下さ い 。

◇ 図書室 （ 児童室 ）で の 、飲食はご 遠慮

く ださ い。

新しい利用者カード

受

講
生
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

国
が
推
進
す
る
Ｉ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
倅
及
の
一
環
と
し

て

。
町
民
の
方
が
パ
ソ
コ
ン
操

作
を
習
得
で
き
る
よ

う
講
習
会

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

増

所

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
湧
習
窒

対
象
者

国
見
网
在
住
又
は
在
勧
の
方

受
旗
料

無
料

＊
た
だ
し
。テ
キ
ス
ト
代

実
費
自
己
負
担
Ｔ

、０
０
０
円
以
内
等
一一

定

員

１
講
座
1
8人
【
親
子
パ
ソ
コ
ン

は
９

組
】

内

容

パ
ソ
コ
ン
基
礎
技
能
（

　
Ｗ
　
０

Ｗ
Ｓ
　・

ワ
ー
フ
ロ

ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

ー

電
子
メ
ー
ル
の
基
礎
に
つ
い
て
）『
親
子

パ
ソ
コ
ン

。
な
お
、
六
月
以
降
の
講
座

と
し
て
、
ワ
ー
ド

ー初
級
・
中
級
べ

工

ク
セ
ル

一。初
級
・
中
級
气

ホ
ー
ム
ベ
ー

ジ
作
成
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

５月開催日程

講座名 �講座番号 � 開催日 �颶催聘間

パソコン

麗礎技能 �

第卜 土日）�11土12･
Ξ18119

ヨ25ェ26Ξ �13:3
卜　
15二30

�第2t昼岡）�13
り5  * 1720
弓 水 24！ �13:3a

～　
15:30

�第Ｅ夜岡）�13
り5 り71?0
戸22りり �19:00

～　21
仞

矚　 子
パソコン �

第12 �12
∃ｌこ25ェ

６／１土９日 �9:30
～　11:30

全日程に ついては配布さ れたお知らせをご鵞く だ

さい｡ ５月間僧分の申込覇即は４月30 日です｡定員に

なり次第締め 切り 。

★
申
込
み
お
問
い
合
わ
せ
先

生

涯
学

習
課

（
観

月
台

文
化

セ

ン
タ

ー

）
ｇ
（
５
８

５

）
２

少年仲間づくり教室

ボランティア募集
～小学生と楽しく活動してみませんか～

国 見11町内の小字生４、５．６年生を対傘lこ

した。 「少年仲問づくり教室」のボランティア

を募 集しま す。ぜひ、ご応募く ださい 。

○募 集対象 ：国見町 在住の高校生又は大学生で

健康に自 信のある方
○募集人 異：若干名

○活勦内容 ：レ クリエーション。キャンプ 。登
山。ニ ュー スポーツ、創作活動の補助

Ｏ活皿日 ：おもに第 ２、第４土曜日
Ｏ応募方法 ：国見町 教育委員会生涯学習課まで

直接お 電話下さい。

国 見攤1観月台文化センター内
0  5 ｰ  2676

0 応募練切 １４月25 日（木）まで

詳しくは生 涯学習課生涯学習係までお尋ねく

ださい。

うつくしま県民の冀参加者募集

福島 県では、福島県青少年男 派遣 事業｢ う

つくしま県民の翼｣ の参加者を募集してし球 す。

◇国 際協力活動コースl派遣先 インドネシア】

◇地域コミ ュニティコース【派遣先 イギリス】

◇循環型社会推進コース【派遣先 ドイツ・スイス】

◇自主企画コー ス1 派遣先 応募者が股足 】
◇男女共同参画研修コース(女性リーダーコース)

【派遣先 ポーランド・ドイツl

【派遣先 ニ ュージーランド】

◇男女共同 参画研 修コー ス(自主企画コ ース)　

【派遣先 応専者が罸 】

四l 叭

ング)【派遣先 ドイツ連邦共和国 】

※コースによって、派遣期間、研 修内容 、募

集期問等賈なりますので、お問合せく ださい。

【問 合せ先 】

生涯学習課牛涯学習 係585  ｰ 2676



学級生募集
申し込みは生涯学習係まで　谷 585  一 2676

成人学級

一般教養．見学学習 、聘事囘箘 ．僅康づくり等を

酒し て．自己を高め仲間づくりに男めます．

◆ 対 象…町内在住の20峨～概ね60癩代の男女

◆ 期 間･･-5月～２月

●時 岡…午後１閤半～３聘半

◆ 砦 用･･一年間 000 円

◆ 締 切･｡４月25日･:木〕

阿津賀志学級

心豊かな日々を送る ために．侵寿社会に遇応した

‐ 舶教貴や健康管理 ．町iS ，草花載烟．交通教窒．

グループ活勧など．暘広い字習を行い ま１、

◆対 象…町内在住の概ね65熾以上の男女

◆期 圜･-･５月～２月･:年間50回l･

◆時 間‥･午前９鴎～11吋半

◆費 用‥一年間1 .000円

◆受 付…随時

子育て教室

自信を持って楽しく子育てするために誦話や親子

活助。実技呼を通し て幼児教育の基本と心構えにつ

いて掌習し ます。

◆ 同 車…０巌～３歳児を持つ父母や祖父母

● 期 間･‥５月～３月11月３回程ｔ

◆ 聘 鬨…午前10聘～11E埒半

◆ 賢 用･･一年間2.000円4 幼児一人 おやつ代j

◆ 定 目…20人程度

くにみ女性教室

健康管理や ．眄事問観．趣味 ．料理，クループ学

習を遇し て．女性が心且かに生さるための学習を行

いま１ ．

◆対 象…町内在住の20熾～60歳代の女性

◆期 間…５月～３月

◆E埒 閣…午前９聘半～11眄半

◆費 用…年間500円

◆締 切…４月26日〔金,:

ス
ポ
ー
ツ

団員募集中ですよ！

国見町には９つの スポーツ少年団 があり、

そ れぞ れが特色ある活 動を続けてい ます。

現在、団員 募集中で す。お問い 合わせは、

生涯 学習課 社会 体育 係(  585-2676  ) へ

どうぞ。

柔道スポーツ少年団

剣道スポーツ少年団

ミニパスケットポールスポーツ少年団

ジュニアソフよ テニスクラブ

藤田スポ瘋ツ少年団

小坂スポー･ツ少年団

森江野スポーツ少年団

大木戸スポーツ少年団

大枝あぶくまスポーツ少年団

＊一般対象のスポーツクラブもあります。

併せてお問い合わせください。
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